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判
例
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
　
へ
一
四
五
四
）

〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
一
四
一
〕

昭
和
五
〇
年
5
（
撮
驕
峨
舐
諜
忙
酷
巻
）

　
物
上
保
証
人
に
対
す
る
抵
当
権
実
行
に
よ
る
競
売
開
始
決
定
が
、

告
知
さ
れ
た
場
合
と
被
担
保
債
権
の
消
滅
時
効
の
中
断

　
　
所
有
権
移
転
登
記
抹
消
登
記
手
続
請
求
事
件
（
昭
和
五
〇
・
二
・
二
一

債
務
者
に

・
第
二
小
法

廷
判
決
）

債
務
者
（
訴
外
）
A
が
、
債
権
者
（
訴
外
）
B
か
ら
金
百
万
円
を
昭
和
三
二
年
四
月

二
六
日
に
借
り
受
け
た
際
X
（
原
告
・
上
告
人
）
は
、
本
件
物
件
に
対
し
、
債
務
者

A
の
債
務
の
担
保
の
た
め
に
抵
当
権
を
設
定
し
た
。
こ
の
債
権
は
、
昭
和
三
三
年
九

月
十
六
日
に
履
行
期
が
到
来
し
た
が
、
弁
済
が
な
い
の
で
債
権
者
B
は
、
昭
和
三
四



年
七
月
二
一
日
及
び
同
年
八
月
二
七
日
に
競
売
を
申
立
て
た
。
競
売
裁
判
所
は
、

競
売
開
始
決
定
の
う
え
物
上
保
証
人
で
あ
る
X
に
対
し
て
、
そ
の
決
定
正
本
を
送
達

し
た
他
、
債
務
者
A
に
対
し
て
も
民
訴
法
二
〇
四
条
に
よ
る
告
知
方
法
と
し
て
決
定

正
本
を
送
達
し
た
（
昭
和
三
四
年
九
月
一
八
日
、
同
年
九
月
工
目
）
。
そ
の
後
競

売
手
続
が
進
行
し
、
競
落
人
Y
は
、
昭
和
四
四
年
七
月
八
日
に
代
金
支
払
を
し
、
所

有
権
移
転
登
記
を
完
了
し
た
。
物
上
保
証
人
X
は
競
落
人
Y
を
相
手
と
し
て
、
抵
当

権
の
被
担
保
債
権
が
競
売
手
続
中
に
時
効
消
滅
し
た
（
昭
和
四
三
・
九
・
二
二
）
の

で
、
競
売
手
続
は
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
移
転
登
記
の
抹
消
を
求
め
た

の
に
対
し
、
競
落
人
Y
（
被
告
・
被
上
告
人
）
は
民
法
一
五
五
条
の
時
効
中
断
が
あ

つ
た
と
し
て
、
こ
れ
を
争
つ
た
。

第
一
審
、
第
二
審
と
も
に
Y
の
主
張
を
認
め
X
の
請
求
を
棄
却
。
そ
こ
で
X
は
上
告
。

上
告
理
由
は
二
点
に
わ
た
る
。

第
一
点
は
、
民
法
一
五
五
条
は
第
三
者
が
占
有
な
い
し
所
持
し
て
い
る
債
務
者
財
産

に
つ
い
て
差
押
が
あ
つ
た
場
合
に
例
外
的
に
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
物
上
保
証

人
が
差
押
（
抵
当
権
実
行
に
よ
る
競
売
手
続
）
を
受
け
た
場
合
に
は
そ
の
適
用
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
民
法
一
五
五
条
は
時
効
の
利
益
を
受
く
る
者
に
対
し
て
為
さ
ざ

る
時
は
と
あ
り
、
物
上
保
証
人
は
時
効
の
利
益
を
受
け
る
者
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
含

ま
な
い
し
、
時
効
制
度
の
人
的
相
対
効
は
事
実
状
態
の
尊
重
、
採
証
上
の
困
難
と
い

う
点
か
ら
厳
格
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
民
法
一
五
五
条
は
同
一
四
八
条
の
例
外
規

定
で
あ
る
か
ら
、
差
押
だ
け
に
限
つ
て
通
知
を
も
つ
て
法
定
中
断
事
由
と
す
ぺ
き
合

理
的
根
拠
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
第
二
点
は
、
民
法
一
五
五
条
の
通
知
は
債
権
者
本
人
が
為
す
べ
き
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
中
断
事
由
に
於
け
る
権
利
主
張
は
権
利
者
の
明
確
な
意
思
形
態
を
必

要
と
す
る
。
従
つ
て
権
利
者
自
ら
の
意
思
に
基
く
通
知
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る

し
、
競
売
法
で
は
債
務
者
の
開
始
決
定
通
知
は
裁
判
所
の
任
意
に
任
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
裁
量
行
為
に
中
断
の
効
果
を
か
か
ら
し
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
う

え
、
競
売
法
上
の
通
知
の
主
体
が
不
明
で
、
誰
が
債
務
者
に
通
知
し
て
も
時
効
中
断

判
例
　
研
究

の
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
の
は
、
不
合
理
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
、
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
最
高
裁
は
上
告
を
棄
却
し
、
要
旨
以
下
の
よ
う
に
判

決
理
由
を
示
し
た
。

ま
ず
上
告
理
由
第
一
点
に
つ
い
て
は
、
抵
当
権
実
行
の
た
め
に
す
る
競
売
法
に
よ
る

競
売
は
、
被
担
保
債
権
に
基
づ
く
強
力
な
権
利
実
行
手
段
で
あ
る
か
ら
、
時
効
中
断

の
事
由
と
し
て
差
押
と
同
等
の
効
力
を
有
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
差
押

に
よ
る
時
効
中
断
の
効
果
は
、
原
則
と
し
て
中
断
行
為
の
当
事
者
及
び
そ
の
承
継
人

に
対
し
て
の
み
及
ぶ
も
の
て
あ
る
こ
と
は
民
法
一
四
八
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
他
人
の
債
務
の
た
め
に
自
己
所
有
の
不
動
産
に
つ
き
抵
当
権
を
設
定
し
た
物
上

保
証
人
に
対
す
る
競
売
の
申
立
は
、
被
担
保
債
権
の
満
足
の
た
め
の
強
力
な
権
利
実

行
行
為
で
あ
り
、
時
効
中
断
の
効
果
を
生
ず
べ
き
事
由
と
し
て
は
、
債
務
者
本
人
に

対
す
る
差
押
と
対
比
し
て
、
彼
此
差
等
を
設
け
る
べ
き
実
質
上
の
理
由
は
な
い
。
民

法
一
五
五
条
は
、
右
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
、
同
法
一
四
八
条
の
前
記
の
原
則
を

修
正
し
、
時
効
中
断
の
効
果
が
当
該
中
断
行
為
の
当
事
者
及
び
そ
の
承
継
人
以
外
で

時
効
の
利
益
を
受
け
る
者
に
も
及
ふ
べ
き
こ
と
を
定
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
り

右
の
よ
う
な
時
効
の
利
益
を
受
け
る
者
が
中
断
行
為
に
よ
り
不
測
の
不
利
益
を
蒙
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
の
者
に
対
す
る
通
知
を
要
す
る
こ
と
と
し
、
も
つ
て
債
権
者

と
債
務
者
と
の
間
の
利
益
の
調
和
を
図
つ
た
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

し
た
が
つ
て
、
債
権
者
よ
り
物
上
保
証
人
に
対
し
そ
の
被
担
保
債
権
の
実
行
と
し
て

任
意
競
売
の
申
立
が
さ
れ
、
競
売
裁
判
所
が
そ
の
競
売
開
始
決
定
を
し
た
う
え
、
競

売
手
続
の
利
害
関
係
人
で
あ
る
債
務
者
に
対
す
る
告
知
方
法
と
し
て
同
決
定
正
本
を

当
該
債
務
者
に
送
達
し
た
場
合
に
は
、
債
務
者
は
、
民
法
一
五
五
条
に
よ
り
、
当
該

被
担
保
債
権
の
消
滅
時
効
の
中
断
の
効
果
を
受
け
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

同
条
所
定
の
差
押
等
を
受
け
る
者
の
範
囲
を
所
論
の
如
く
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
理
由
は
な
く
ま
た
、
競
売
裁
判
所
に
よ
る
前
記
の
競
売
開
始
決
定
の
送
達
は
債
務

者
に
対
す
る
同
条
所
定
の
通
知
と
し
て
十
分
で
あ
り
、
右
通
知
が
所
論
の
如
く
債
権

一
〇
五
　
　
（
一
四
五
五
）



　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

　
　
者
か
ら
発
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
解
す
べ
き
理
由
も
見
出
し
難
い
。
こ
れ
と
同
趣

　
　
旨
の
原
審
の
判
断
は
正
当
で
あ
り
、
所
論
は
こ
れ
と
異
な
る
独
自
の
見
解
に
基
づ
い

　
　
て
原
判
決
を
非
難
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
論
旨
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

　
　
し
、
又
、
同
第
二
点
に
つ
い
て
は
、

　
　
所
論
の
点
に
関
す
る
原
審
の
判
断
は
正
当
で
あ
り
、
そ
の
過
程
に
所
論
の
違
法
は
な

　
　
く
、
原
判
決
に
所
論
の
法
令
違
背
の
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
所
論
違
憲
の
主
張
も

　
　
ま
た
理
由
が
な
い
。
論
旨
は
、
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
示
し
た
。

　
判
旨
の
結
論
に
賛
成

爾
、
本
判
決
は
、
民
法
一
五
五
条
が
物
上
保
証
人
に
対
す
る
競
売
申
立
に
適
用

が
あ
る
と
す
る
通
説
（
我
妻
・
民
法
総
則
四
六
九
頁
等
）
の
見
解
を
採
用
し
、
同
条

の
通
知
の
主
体
が
債
務
者
に
限
ら
ず
、
裁
判
所
か
ら
の
通
知
で
も
良
く
、
競
売

法
に
於
け
る
競
売
裁
判
所
か
ら
の
開
始
決
定
の
送
達
が
、
民
法
一
五
五
条
の
通

知
に
該
当
す
る
こ
と
を
是
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
津
地
裁
四
日
市
支
部

判
決
昭
和
三
七
・
七
・
二
七
目
（
下
民
集
一
三
・
七
・
一
五
七
四
）
が
、
同
旨
の
判

示
を
し
て
い
る
他
、
殆
ん
ど
判
例
の
な
い
点
に
つ
き
、
最
高
裁
が
態
度
を
明
ら

か
に
し
た
点
に
本
判
決
の
意
義
が
あ
る
。

二
、
競
売
法
は
、
強
制
競
売
の
場
合
の
よ
う
に
、
債
権
者
の
た
め
に
不
動
産
を

差
押
え
る
宣
言
を
な
す
旨
の
規
定
（
民
訴
法
六
四
四
条
一
項
）
が
な
い
の
で
、
競

売
開
始
決
定
に
は
そ
の
記
載
が
な
い
。
し
か
し
競
売
法
に
よ
る
競
売
開
始
決
定

も
一
つ
の
執
行
処
分
行
為
に
外
な
ら
な
い
の
で
、
こ
の
開
始
決
定
は
、
強
制
競

売
開
始
決
定
と
同
様
そ
の
目
的
不
動
産
を
差
押
え
る
効
力
を
生
ず
る
と
考
え
て

良
い
（
斉
藤
．
競
売
法
二
六
頁
、
井
野
・
競
売
法
論
一
九
七
頁
）
。
従
つ
て
こ
の
点

に
於
い
て
、
任
意
競
売
に
も
民
法
一
五
四
条
の
適
用
が
あ
る
と
す
る
見
解
は
正

当
で
あ
る
。

一
〇
六
　
　
（
一
四
五
六
）

　
し
か
し
競
売
開
始
決
定
の
送
達
に
関
し
て
は
、
問
題
が
多
い
。
即
ち
、
競
売

法
に
は
開
始
決
定
を
当
事
者
に
告
知
す
る
規
定
は
な
い
が
、
民
訴
法
六
四
四
条

を
準
用
し
、
こ
れ
を
受
け
る
者
に
職
権
を
以
つ
て
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
同
法
六
四
四
条
三
項
は
、
競
売
法
へ
の
準
用
に
あ
た
つ
て
は
、
競
売

に
付
す
べ
き
物
権
の
所
有
者
に
送
達
す
べ
ぎ
と
解
さ
れ
る
（
井
野
．
競
売
法
論
三

コ
頁
、
斉
藤
・
競
売
法
一
一
五
頁
）
。
こ
の
競
売
開
始
決
定
の
送
達
に
ょ
つ
て
、
差

押
の
効
力
が
生
じ
、
利
害
関
係
人
に
お
い
て
は
競
売
開
始
決
定
に
対
す
る
不
服

を
申
立
て
、
裁
判
の
不
当
を
矯
正
す
る
手
段
、
方
法
を
講
ず
る
機
会
が
与
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
差
押
え
ら
れ
た
不
動
産
の
所
有
者
と
債
務
者
が
同
一
で
あ
つ

た
場
合
に
は
、
前
記
送
達
に
よ
つ
て
こ
の
機
会
は
満
足
さ
れ
る
。
し
か
し
、
単

な
る
物
上
保
証
人
と
債
務
者
の
よ
う
に
、
物
の
所
有
者
と
債
務
者
が
、
別
個
の

主
体
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
機
会
を
ど
の
よ
う
に
与
え
る
べ
き
か
が
、
一
応

問
題
と
な
る
。

　
競
売
開
始
決
定
を
所
有
者
に
非
ざ
る
債
務
者
に
送
達
す
る
た
め
の
明
文
上
の

根
拠
を
欠
く
競
売
法
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
否
定
的
に
解
し
、
任
意
競
売
及
び

物
上
保
証
人
の
性
質
上
、
当
面
の
保
護
さ
れ
る
べ
き
対
象
と
し
て
は
、
競
売
に

付
さ
れ
る
物
の
所
有
者
だ
け
で
必
要
か
つ
充
分
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
従
つ
て
、
民
訴
法
二
〇
四
条
準
用
に
よ
る
利
害
関
係
人
に
対
す
る
決
定

の
告
知
も
、
相
当
と
認
め
る
方
法
を
と
れ
ば
足
り
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
斉

藤
・
競
売
法
一
一
五
頁
）
。
法
の
趣
旨
を
こ
う
解
せ
ば
、
上
告
理
由
の
言
う
よ
う

に
、
裁
判
所
の
「
任
意
」
の
送
達
に
時
効
中
断
の
効
力
を
認
め
る
べ
き
で
は
な

い
と
す
る
主
張
が
成
立
し
得
る
。
こ
の
主
張
を
却
け
る
た
め
に
、
本
判
決
は
な

ぜ
非
所
有
者
で
あ
る
債
務
者
に
対
し
て
も
、
競
売
開
始
決
定
の
送
達
が
行
わ
れ



た
の
か
、
又
告
知
方
法
の
相
当
性
と
は
何
か
を
、
示
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
は

ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
判
決
を
是
認
す
る
に
は
、
以
下
の
如
く
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
競
売
法
に
よ
る
競
売
に
あ
た
つ
て
は
、
債
務
名
義
の
存
在
を
証

明
す
る
必
要
が
あ
り
、
担
保
権
の
実
行
を
す
る
権
利
関
係
そ
の
も
の
の
存
在
は
、

直
ち
に
競
売
手
続
を
開
始
さ
せ
進
行
さ
せ
る
直
接
の
要
件
と
な
つ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
実
体
法
上
の
堰
疵
は
直
接
競
売
手
続
に
影
響
を
及
ば
さ
ざ
る
を
得
な
い

の
で
あ
つ
て
、
競
売
手
続
開
始
決
定
に
対
す
る
異
議
も
実
体
法
上
の
理
由
に
基

づ
く
こ
と
が
で
き
る
（
斉
藤
前
掲
ご
一
五
頁
、
岩
松
．
競
売
法
一
二
頁
、
小
野
木
．
競

売
法
五
八
頁
）
。
し
か
も
競
売
の
審
査
は
、
債
権
者
か
ら
の
一
方
的
資
料
を
も
と

に
し
て
決
定
さ
れ
る
の
で
、
債
務
と
責
任
が
分
離
し
て
い
る
場
合
に
は
、
競
売

実
施
の
基
礎
と
な
る
実
体
上
の
債
務
者
に
対
し
て
も
、
不
服
申
立
の
機
会
を
与

え
れ
ば
、
裁
判
の
不
当
性
を
減
少
さ
せ
得
る
。
従
つ
て
債
務
者
に
対
し
て
も
確

定
的
に
競
売
開
始
決
定
か
通
知
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
民
訴
法
二
〇
四

条
準
用
に
よ
る
債
務
者
に
対
し
て
相
当
と
認
め
ら
れ
る
方
法
は
、
こ
の
場
合
に

は
競
売
開
始
決
定
正
本
の
送
達
で
あ
り
、
所
在
不
明
の
場
合
に
は
公
示
送
達
で

あ
る
と
。

　
し
か
し
、
果
た
し
て
、
責
任
を
負
わ
な
い
債
務
者
に
、
不
服
申
立
の
機
会
を

与
え
る
実
益
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
却
つ
て
、
任
意
競
売
手
続
の
面
か

ら
は
、
手
続
の
遅
滞
と
複
雑
化
を
招
き
、
そ
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

三
、
時
効
中
断
の
効
力
の
人
的
範
囲
に
つ
き
、
民
法
一
四
八
条
は
相
対
性
を
原

則
と
し
て
い
る
が
、
民
法
一
五
五
条
は
こ
の
原
則
を
修
正
す
る
例
外
規
定
で
あ

　
　
　
判
例
研
究

り
、
物
上
保
証
人
に
対
す
る
差
押
等
が
そ
の
典
型
事
例
で
あ
る
と
通
説
は
解
し

（
反
対
薬
師
寺
・
改
訂
日
本
民
法
総
論
新
講
下
巻
一
〇
八
二
頁
）
、
本
判
決
も
又
こ
の
見

解
を
採
用
し
た
。
時
効
制
度
の
本
質
に
つ
い
て
は
学
説
が
分
か
れ
る
が
、
本
判

決
は
、
抵
当
権
実
行
の
た
め
に
す
る
任
意
競
売
も
、
被
担
保
債
権
に
基
づ
く
強

力
な
権
利
実
行
手
段
で
あ
つ
て
、
他
人
の
債
務
の
た
め
に
自
己
所
有
の
不
動
産

に
つ
き
抵
当
権
を
設
定
し
た
物
上
保
証
人
に
対
す
る
競
売
申
立
は
、
被
担
保
債

権
満
足
の
た
め
の
強
力
な
権
利
実
行
手
段
で
あ
る
と
し
、
他
人
の
債
務
の
た
め

に
自
己
所
有
の
不
動
産
に
つ
き
抵
当
権
を
設
定
し
た
物
上
保
証
人
に
対
す
る
競

売
申
立
は
、
被
担
保
債
権
の
満
足
の
た
め
の
強
力
な
権
利
実
行
行
為
で
あ
り
、

時
効
中
断
の
効
果
を
及
ぽ
す
べ
き
事
由
と
し
て
は
、
債
務
者
本
人
に
対
す
る
差

押
と
対
比
し
て
実
質
的
に
差
が
な
い
と
し
て
時
効
中
断
の
相
対
効
を
拡
張
し

た
。
こ
の
論
理
か
ら
す
る
と
、
中
断
行
為
は
、
債
権
者
の
権
利
実
行
の
意
思
に

根
拠
が
お
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
民
法
一
五
五
条
の
通
知
が

裁
判
所
か
ら
為
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
行
為
に
債
権
者
の
意
思
が
ど
の
よ
う
に
付

加
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
理
論
構
成
が
不
明
で
あ
る
。
も
し
、
債
権
者
の
意

思
を
問
題
に
す
る
な
ら
ば
、
上
告
理
由
の
言
う
よ
う
に
こ
の
通
知
は
、
債
務
者

本
人
が
為
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
従
つ
て
こ
の
上
告
理
由
を
も
却
け
た
本
判
決

の
理
論
構
成
と
し
て
は
、
債
権
者
の
意
思
の
考
慮
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
よ
り

端
的
に
権
利
実
行
と
い
う
事
実
に
注
目
し
、
そ
の
事
実
に
裁
判
所
が
積
極
的
に

関
与
し
て
い
る
点
に
時
効
中
断
の
効
果
を
認
め
る
べ
き
で
あ
つ
た
。
即
ち
、
時

効
の
中
断
は
、
単
に
権
利
行
使
と
か
、
権
利
の
上
に
眠
ら
な
か
つ
た
と
か
い
う

事
実
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
時
効
完
成
へ
と
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
事
実

が
、
権
利
存
在
の
有
力
な
証
拠
が
あ
る
時
点
に
お
い
て
存
在
し
た
と
い
う
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
（
一
四
五
七
）
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実
に
よ
つ
て
破
ら
れ
る
結
果
、
時
効
の
基
礎
が
失
わ
れ
る
に
至
つ
た
と
み
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
し
て
差
押
と
は
、
裁
判
所
が
競
売
裁
判
所
の
職
務
行
為
で
あ
り
、

国
家
権
力
の
発
動
と
し
て
為
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
差
押
に
時
効
中

断
が
認
め
ら
れ
る
本
質
は
、
差
押
の
事
実
が
時
効
の
基
礎
を
失
わ
せ
、
そ
れ
を

裁
判
所
が
公
権
的
に
認
め
た
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の

理
由
か
ら
す
れ
ぽ
、
民
法
一
五
五
条
の
通
知
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
の

意
思
は
不
用
と
な
り
、
時
効
の
基
礎
が
失
わ
れ
た
と
い
う
事
実
が
通
知
さ
れ
れ

ぽ
良
い
の
で
あ
る
か
ら
、
通
知
の
主
体
は
、
債
権
者
は
も
ち
ろ
ん
、
時
効
完
成

の
基
礎
の
破
壊
に
積
極
的
に
関
与
し
た
裁
判
所
の
有
す
る
公
信
力
を
根
拠
と
し

て
、
裁
判
所
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
こ
の
場
合
、
民
法
一
五
五
条
の
通
知
方
法
に
関
し
て
は
、
法
は
ど
の
よ
う
に

為
す
べ
き
か
を
規
定
し
て
い
な
い
。
一
般
に
法
が
通
知
方
法
を
定
め
て
い
な
い

場
合
に
は
、
当
事
者
に
於
い
て
相
当
な
方
法
で
な
せ
ば
良
く
、
し
か
も
民
法
一

五
五
条
の
通
知
の
内
容
は
、
差
押
の
事
実
の
生
じ
た
こ
と
で
十
分
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
方
法
を
、
特
別
に
定
め
る
必
要
も
な
い
。
従
つ
て
、
民
訴
法
二
〇
四
条
準

用
に
よ
る
利
害
関
係
人
へ
の
告
知
を
、
既
述
の
よ
う
に
物
上
保
証
人
に
対
し
て

任
意
競
売
が
為
さ
れ
た
場
合
の
債
務
者
に
対
し
て
は
、
競
売
開
始
決
定
正
本
の

送
達
で
あ
る
と
解
せ
ば
、
そ
の
内
容
は
差
押
が
生
じ
た
事
実
を
知
ら
せ
る
に
十

分
で
あ
る
か
ら
、
民
法
一
五
五
条
の
通
知
に
こ
れ
を
含
ま
せ
得
る
の
で
あ
る
。

四
、
本
判
決
の
意
図
し
た
結
論
は
、
既
述
の
考
え
方
以
外
に
も
導
ぎ
出
し
得
る
。

即
ち
、
本
判
決
に
従
え
ぽ
、
債
権
者
と
し
て
は
そ
れ
だ
け
被
担
保
債
権
の
消
滅

時
効
を
免
れ
得
る
が
、
送
達
以
外
の
告
知
方
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
証
明
が
十
分

で
な
い
場
合
に
は
、
通
知
の
存
否
を
め
ぐ
る
争
い
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
　
（
一
四
五
八
）

競
売
裁
判
所
の
手
続
が
全
国
的
に
統
一
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
却
つ
て
困

乱
を
招
く
事
態
を
生
じ
さ
せ
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
既
述
の
よ
う
に
、
債
務
者
に

競
売
開
始
決
定
正
本
を
、
必
ず
送
達
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
正
本
の
到
着

日
が
異
な
り
、
物
上
保
証
人
に
は
時
効
完
成
前
に
、
債
務
者
に
は
時
効
完
成
後

に
正
本
が
到
着
し
た
場
合
に
は
、
本
判
決
の
意
図
し
た
所
は
達
成
さ
れ
得
な
い
。

そ
こ
で
、
物
上
保
証
人
と
い
う
債
務
な
き
責
任
を
負
う
者
は
、
そ
れ
な
り
の
不

利
益
を
覚
悟
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
と
考
え
、
訴
訟
法
上
の
効
果
と
実
体
法
上

の
効
果
と
は
異
な
つ
て
も
良
い
の
で
あ
る
か
ら
、
民
法
一
五
五
条
の
解
釈
は
、
通

説
に
従
い
時
効
の
相
対
効
を
維
持
し
、
通
知
の
主
体
も
債
権
者
に
限
る
と
解
し
、

た
と
え
実
体
法
上
債
務
者
に
時
効
が
完
成
し
て
も
、
な
お
物
上
保
証
人
と
債
権

者
の
関
係
に
お
い
て
は
、
訴
訟
上
時
効
中
断
が
為
さ
れ
て
い
る
と
解
せ
ば
、
簡

明
な
解
決
が
得
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
（
同
旨
、
井
野
前
掲
三
二
貢
）
。

　
さ
ら
に
又
、
物
上
保
証
人
と
債
務
者
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
本
来
、
債
務

と
責
任
と
は
一
体
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
か
ら
、
時
効
の
相
対
効

を
否
定
し
、
上
告
理
由
の
言
う
よ
う
に
、
物
上
保
証
人
へ
の
差
押
に
は
、
民
法

一
五
五
条
の
適
用
が
な
く
、
時
効
中
断
の
効
力
が
債
務
者
に
及
ぶ
と
解
す
余
地

も
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
場
合
の
競
売
手
続
は
、
手
続
と
い
う
性
質
か
ら
要
求
さ

れ
る
簡
明
か
つ
迅
速
性
に
基
づ
き
、
競
売
に
付
さ
れ
る
物
の
所
有
者
だ
け
を
、

参
加
さ
せ
る
と
解
し
て
も
、
本
判
決
の
意
図
は
達
せ
ら
た
れ
は
ず
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
判
決
の
理
論
構
成
に
問
題
は
あ
る
が
、
そ
の

結
論
は
妥
当
な
も
の
と
し
て
賛
成
で
あ
る
。
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